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研究の要約 
本研究は，近年課題として指摘されている「活用」とはどのようなものなのかを整理し，「活用す

る力」を育成するための授業モデルを作成することを通して，課題の解決に必要な知識・技能を活用

することができるようにする授業の在り方を提案するものである。 

PISA調査（OECD生徒の学習到達度調査）や全国学力・学習状況調査（以下「全国調査」とする。）

等の調査結果が公表される度に，日本の子供たちの課題として「活用する力」が話題になっている。

「活用」に課題があるということは広く周知され，関心が高まっているものの，「活用」の解釈は多様

である。 

本研究では，このように課題であることは明確だが解釈が分かれている「活用」について，まず，

その考え方を整理し，本研究における「活用する力」を定義した上で，思考プロセスを踏まえた授業

モデルを作成する。二年次に，授業モデルに基づく実践を行い，その有効性を検証する。 

課題の解決に必要な知識・技能を活用する力を育てる授業の在り方 
― 思考プロセスを踏まえた授業モデルの作成を通して ― 

 

【研 究 者】 
教科教育部  指導主事  吉田 美和・奥本 実・野上 真二 

  

【研究指導者】 

  広島大学大学院教育学研究科 教 授 吉田 裕久 

  広島大学大学院教育学研究科 教 授 小山 正孝 

広島大学大学院教育学研究科 准教授 木下 博義 

 

キーワード：活用 PISA 調査 リテラシー 全国学力・学習状況調査 思考プロセス 

 

 

目 次 

はじめに ··································· 39 

Ⅰ これからの社会を生きる子供たちに求められ 

る「活用する力」とは ····················· 40 

Ⅱ 「活用する力」を育てるための方法 ······· 47 

Ⅲ 一年次の研究のまとめ ··················· 51 

おわりに ··································· 51 

添付資料 ··································· 53 

 

はじめに 
PISA調査や「全国調査」等の学力調査の結果から，

知識・技能を活用することに課題があることが明ら

かになった。このような課題について，国立教育政

策研究所は，学習指導の改善・充実を図る際の参考

となる資料として「全国学力・学習状況調査の調査

結果を踏まえた授業アイディア例」等を作成し，各

都道府県においても様々な資料が作成されている。

それらを大別すると，①調査結果から明らかになっ

た課題に焦点を当てて指導の改善案を提案するもの，

②研究指定校や成果を上げている学校の実践事例を

紹介するもの，③「活用」の授業モデルや展開例を

提案するものの３種類に整理することができる。本

県の重点施策においても，①や②の資料を作成し，

普及を図ってきたところである。 

また，各都道府県等の教育センターの研究にお

いても，「活用」と関連した研究主題を掲げたもの

が見られる。それらの中には，「活用」を「習得・

活用・探究」という学習の類型の一つとして捉えて

いるものもあれば，「活用力」を「思考力，判断力，

表現力」と同義であると捉えているものもある。学

習指導要領の総則に示された「活用」についても，

複数の論が展開されている。 

このように「活用」に課題があるということが

周知され，関心が高まっているものの，「活用」の

解釈は多様である。そこで，本研究ではまず，「活

用」の考え方を整理し，本研究における「活用する

力」を定義する。その定義に基づき，「活用する力」

を育てるためには，児童生徒にどのような思考をさせ

ればよいかという思考プロセスを，学習心理学，認知

心理学の文献研究から明らかにする。その思考プロセ

スを踏まえ，「活用する力」を育てる授業モデルを

提案したいと考える。 
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Ⅰ これからの社会を生きる子供たちに
求められる「活用する力」とは 

 

１ PISA 調査におけるリテラシー 
PISA調査は，義務教育修了段階の15歳児がもっ

ている知識や技能を，実生活の様々な場面でどれだ

け活用できるかを評価するため，読解力，数学的リ

テラシー，科学的リテラシーの３分野で行われる調

査である。2000年に最初の調査を実施し，以後３年

ごとのサイクルで調査が実施されている。毎回，中

心となる分野が存在し，読解力，数学的リテラシー，

科学的リテラシーの順番で移行している。直近の調

査は2012年調査であり，数学的リテラシーを中心

分野として調査が行われた。 

 本研究では，まず，PISA調査の読解力，数学的

リテラシー，科学的リテラシーから，「活用する力」

とはどのような力であるかを整理する。 

(1) 読解力（Reading Literacy） 

 読解力は「Reading Literacy」の訳であるが，従来

の国語科教育で用いられてきた「読解」や「読解力」

という語の意味するところとは異なっていたことか

ら，「読解力向上プログラム」（平成17年，文部科

学省）では，あえて「PISA型『読解力』」と表記さ

れた。本研究では，このPISA調査の「Reading 

Literacy」を「読解力」と記す。 

PISA2009では，読解力の定義が「自らの目標を達

成し，自らの知識と可能性を発達させ，効果的に社

会に参加するために，書かれたテキストを理解し，

利用し，熟考し，これに取り組む能力」と示され，

「これに取り組む能力」という部分が新たに加えら

れた。これは，読解力はただ単に読む知識や技能が

あるというだけでなく，様々な目的のために読みを

価値付けたり，用いたりする能力によっても構成さ

れるという考え方から，読みへの取組（engaging 

with written texts）という要素が加えられたものであ

る。つまり，読むことに対してモチベーション（動

機付け）や興味・関心があり，読む内容を精査した

り，読書の社会的な側面に関わったり，読書を多面

的にまた頻繁に行ったりしているなどの情緒的，行

動的特性を指している。 

そして，表１のように読解力の三つの側面が示さ

れた。従来の「情報の取り出し」が，2009年調査で

は「情報へのアクセス・取り出し」とされた。この

ことからも，一層主体的な読みが求められているこ

とが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，「読解力向上プログラム」では，読解力は，

次のような特徴を有していると述べられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらは，現行学習指導要領の目標や内容にお

いて具体化されており，国語科においては，実生活

で生きてはたらく力としての国語の能力を育成する

ことが求められている。 

(2) 数学的リテラシー 

PISA調査が挙げた数学的リテラシーの定義は，

「数学が世界で果たす役割を見つけ，理解し，現在

及び将来の個人生活，職業生活，友人や家族や親族

との社会生活，建設的で関心を持った思慮深い市民

としての生活において確実な数学的根拠にもとづき

判断を行い，数学に携わる能力」とされている。 

また，数学的リテラシーは，次のように三つの

側面により特徴付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ テキストに書かれた「情報の取り出し」だけではな
く，「理解・評価」（解釈・熟考）も含んでいるこ
と。 

○ テキストを単に「読む」だけではなく，テキストを
利用したり，テキストに基づいて自分の意見を論じた
りするなどの「活用」も含んでいること。 

○ テキストの「内容」だけではなく，構造・形式や表
現法も，評価すべき対象となること。 

○ テキストには，文学的文章や説明的文章などの「連
続型テキスト」だけでなく，図，グラフ，表などの
「非連続型テキスト」を含んでいること。 

表１ 読解力の三つの側面 

○数学的な内容（包括的アイディア） 

実生活でみられるような数学的概念のまとまりとして包括

的アイディアがあり，「量」「空間と形」「変化と関係」

「不確実性」の四つの領域に分類している。 

 ・量：数量的な関係，数量的なパターン，数量的な現象 

・空間と形：空間的，幾何的な現象や関係 

・変化と関係：変数間の関数的な関係と依存関係とともに変

化の数学的関係 

・不確実性：確率的・統計的な現象や関係 

情報へのアクセ

ス・取り出し 

情報を見つけ出し，選び出し，集め

る。 

統合・解釈 

テキストの中の異なる部分の関係を

理解し，推論によりテキストの意味

を理解する。 

熟考・評価 

テキストと自らの知識や経験を関連

付けたり，テキストの情報と外部か

らの知識を関連付けたりしながら，

テキストについて判断する。 
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我が国の中学校学習指導要領の数学科の目標も，

「数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，それ

らを活用して考えたり判断したりしようとする態度

を育てる」ことを目指して国際的な潮流に乗って改

善が図られている。 

(3) 科学的リテラシー 

科学的リテラシーの定義について，PISA2003まで

は，「自然界及び人間の活動によって起こる自然界

の変化について理解し，意思決定するために，科学

的知識を使用し，課題を明確にし，証拠に基づく結

論を導き出す能力」であるとされていたが，科学的

リテラシーが焦点とされたPISA2006においては，科

学的リテラシーは，個々人の次の能力に注目すると

された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また，科学的リテラシーは，能力面で「科学的な

疑問を認識すること」「現象を科学的に説明するこ

と」「科学的な証拠を用いること」の三つに区分さ

れている。具体的には，次に示すような能力である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校学習指導要領の理科においても，生徒が

問題を見いだすこと，観察，実験などを主体的に行

い，得られた結果を分析して解釈すること，科学的

な知識や概念を用いて合理的に判断し，日常生活や

社会で活用できるようにすることなどが求められて

いる。 

（１）（２）（３）から，PISA調査におけるリテ

ラシーは，実生活や実社会において知識・技能を活

用するという最終的な活用能力であるといえる。 

 

２ 「全国調査」における「活用」 

平成19年度から始まった「全国調査」の調査問題

には，「主として『知識』に関する問題」（以下

「Ａ問題」とする。）と「主として『活用』に関す

る問題」（以下「Ｂ問題」とする。）がある。「Ｂ

問題」は，「知識・技能等を実生活の様々な場面に

活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て

実践し評価・改善する力など」を調査する問題とさ

れている。 

平成16年末に公表された国際学力調査（PISA2003，

TIMSS2003）では，読解力の大幅な低下と数学及び

理科の低下傾向が指摘された。これを受けて文部科

学省は「読解力向上プログラム」（平成17年）及び

「読解力向上に関する指導資料」（平成17年）をま

とめた。この趣旨に沿って，「Ｂ問題」を中心に

「全国調査」は出題されたと西辻正副（平成23年）

は述べている。また，安彦忠彦（2008）は，「Ｂ問

題」について，国語，算数・数学という教科の問題

であることから「各教科の内部での発展的な学習に

おける『活用型』の学習の成果をみるもの，と考え

るのが理屈としては適当」としながらも，「実際に

『活用』領域の問題を見ると，教科の枠を越える

『探究型』の学習成果を見るかのようなものもあ

る。」1)と述べている。 

○科学的な疑問を認識すること 

与えられた状況において科学的に調査できるような疑問を

認識すること。 

与えられたテーマに関する科学的な情報を検索するための

キーワードを特定すること。 

科学的な調査の重要な特徴を認識すること。 

○現象を科学的に説明すること 

  与えられた状況において科学の知識を適用すること。 

  現象を科学的に記述し，解釈し，変化を予測すること。 

○科学的な証拠を用いること 

  科学的根拠を解釈し，結論を導き，伝達すること。 

  科学やテクノロジーの発達の社会的意味について考えるこ

と。 

・疑問を認識し，新しい知識を獲得し，科学的な事象

を説明し，科学が関連する諸問題について根拠に基

づいた結論を導き出すための科学的知識とその活

用。 

・科学の特徴的な諸側面を人間の知識と探究の一形態

として理解すること。 

・科学とテクノロジーが我々の物質的，知的，文化的

環境をいかに形作っているかを認識すること。 

・思慮深い一市民として，科学的な考えを持ち，科学

が関連する諸問題に，自ら進んで関わること。 

○数学的プロセス（能力クラスター） 

生徒が数学的な内容に取り組むのに必要な技能のまとまり

を，「再現クラスター」「関連付けクラスター」「熟考クラ

スター」の三つに分類している。 

・再 現 ク ラ ス タ ー：比較的よく見慣れた，練習された知識

の再現を主に要する問題を解く力 

・関連付けクラスター：やや見慣れた場面，または，見慣れ

た場面から拡張され発展された場面

において，手順がそれほど決まりき

ってはいない問題を解く能力 

 ・熟 考 ク ラ ス タ ー：洞察，反省的思考，関連する数学を

見つけ出す創造性，解を生み出すた

めに関連する知識を結び付ける能力 

○数学が用いられる状況 

実生活で遭遇するような状況を，生徒との距離及び数学の

記号や構造が現れる程度によって，次の五つに分類している。 

 ・私的  ・教育的  ・職業的  ・公共的  ・科学的 
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 これらのことから，PISA調査で求められる実生活

で「活用する力」を踏まえて「Ｂ問題」は出題され

ており，PISA調査で評価される読解力や数学的リテ

ラシーと「Ｂ問題」で求められる力は，根本的には

つながっているものであるといえる。 

本研究では，PISA 調査や「Ｂ問題」で求められ

ているような「活用する力」を育てるための，授業

の在り方を考察する。 

 

３ 国における「活用する力」の捉え方 

(1) 中央教育審議会における「活用」の位置付 

け 

国際的な学力調査の結果を受けて活用する力を

育成する必要性を初めて示したのは，中央教育審議

会の「審議経過報告」（平成18年２月）であった。

その中で，「まず，①基礎的・基本的な知識・技能

を確実に定着させることを基本とする。②こうした

理解・定着を基礎として，知識・技能を実際に活用

する力の育成を重視する。さらに，③この活用する

力を基礎として，実際に課題を探究する活動を行う

ことで，自ら学び自ら考える力を高めることが必要

である。これらは，決して一つの方向に進むだけで

はなく，相互に関連しあって力を伸ばしていくもの

と考えられる。（下線は稿者）」2)と述べている。

ここから，習得，活用，探究という学習が類型化さ

れるようになった。 

平成19年６月に公布された学校教育法の一部改正

により，「生涯にわたり学習する基盤が培われるよ

う，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，

これらを活用して課題を解決するために必要な思考

力，判断力，表現力その他の能力をはぐくみ，主体

的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意を用

いなければならない。（下線は稿者）」と定められ

た（第30条第２項）。 

これを受けて，平成20年１月の中央教育審議会答

申（以下「答申」とする。）では，「各学校で子ど

もたちの思考力・判断力・表現力等を確実にはぐく

むために，まず，各教科の指導の中で，基礎的・基

本的な知識・技能の習得とともに，観察・実験やレ

ポートの作成，論述といったそれぞれの教科の知識

を活用する学習活動を充実させることを重視する必

要がある。（下線は稿者）」3)とまとめられた。 

安彦（2008）は，中央教育審議会で述べられた活

用する力について，各教科での習得と総合的な学習

の時間を中心とした探究とをつなぐ「媒介的な『活

用力』」であるとして，PISA調査における活用能力

とは「必ずしも完全に同じではないと思われる。」

と述べている。そして，「PISAの言う知識活用能力

は，『探究型』学習における活動でのものと，中教

審の言う活用力との両方を含むものと考えられるが，

その主たる部分は前者である。」4)とその違いを述

べている。 

一方，梶田叡一（2009）は，「活用する力」を

「高次の総合的な認知的能力」であるとし，その具

体例として， PISA調査で，「読解力」とされてい

る「情報の取り出し」「テキストの解釈」「熟考・

評価」，「数学的リテラシー」とされている「再現」

「関連付け」「熟考」，「科学的リテラシー」とさ

れている「科学的現象の描写，説明，予測」「科学

的調査の理解」「科学的証拠と結論の解釈」などを

挙げ，「〈活用〉という概念がカバーする思考プロ

セスには多様な水準のものが含まれるのである。」5)

と述べている。 

これらのことから，中央教育審議会において，

習得，活用，探究という学習の類型が示され，「活

用する力」の育成が重視されるようになった。しか

し，この「活用」については，習得型と探究型とを

つなぐ「活用型」の学習を重視するという捉え方と，

PISA調査のリテラシーのような「活用する力」の育

成を求めているという捉え方の，二通りがあること

が分かる。 

(2) 学習指導要領における「活用」とその考え  

方 

それでは，学習指導要領には，「活用型」の学

習と「活用する力」の育成の，どちらが示されてい

るのであろうか。結論から述べると，どちらの文言

も明示されていない。では，「活用」が学習指導要

領においてどのように示されているのかを整理する。 

小学校，中学校，高等学校のそれぞれの学習指

導要領の総則の第１章「教育課程編成の一般方針」

の筆頭項目に，「基礎的・基本的な知識及び技能を

確実に習得させ，これらを活用して課題を解決する

ために必要な思考力，判断力，表現力その他の能力

をはぐくむとともに，主体的に学習に取り組む態度

を養い，個性を生かす教育の充実に努めなければな

らない。」と示されている。このことから，活用す

るものは習得した知識・技能であるということ，活

用を通して課題を解決するために必要な思考力，判

断力，表現力等を育むことを目指すということが分

かる。さらに，同項目には，このような教育の充実

のために，言語活動の充実を図ることが示されてい
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る。 

 また，小学校，中学校，高等学校それぞれの総則

の教育課程実施上の配慮事項の（１）に，「児童

（生徒）の思考力，判断力，表現力等をはぐくむ観

点から，基礎的・基本的な知識及び技能の活用を図

る学習活動を重視する」ことが示され，小学校，中

学校，高等学校を通して，知識・技能の活用を図る

学習活動が重視されている。 

 さらに，小学校，中学校の配慮事項の（２）には，

「体験的な学習や基礎的・基本的な知識及び技能を

活用した問題解決的な学習を重視する。」と示され

ている。小・中学校の配慮事項の（１）と（２）の

両方に，知識・技能を活用する学習を重視すること

が挙げられているということであり，このことは注

目すべき点である。 

このように総則に示された「知識・技能の活用」

について，安彦（2013）は，「『活用力』は，教科

学習の中の『活用型』学習で育てられるものと，総

合的な学習などの探究的な学習によって育てられる

ものがある。今次学習指導要領では，前者の導入に

よって，後者の質の向上が期待されているのであ

る。」6)と述べている。そして，前者の「活用型」

学習で活用されるものは教師が決め，「教師主導で

もよい」という点で，探究的な学習における活用と

の違いを説明している。 

つまり，安彦の論によると，教科の「活用型」

学習で育てる「活用力」と，総合的な学習の時間な

どの探究において育てる「活用力」があるというこ

とである。「活用型」学習について，市川伸一

（2008）は，活用というのは学習の型ではないと捉

え，「習得でやったことを探究で活用するのであっ

て，活用型という教育があるわけじゃないと思う」7)

と述べている。 

一方，梶田（2009）は，総則に示された「知

識・技能の活用」について，「この〈活用〉は，

『思考力，判断力，表現力等をはぐくむ』ために行

われる，という目標が示されており，また『問題解

決的な学習の重視』という形で〈活用〉の主要学習

形態が示されている。」8)と述べている。 

さらに，髙木展郎（2009）は，総則の筆頭項目に

「活用を図る学習活動」と示されていることを取り

上げ，「習得と活用とは，学力や能力ではない。習

得力とか活用力，さらに，習得能力，活用能力とい

うことが言われるが，それは新しい学習指導要領で

は触れられていない。新しい学習指導要領では，習

得と活用とは，学習活動として位置づけられてい

る。」9)と述べている。 

つまり，「活用型」学習や「活用する力」「活

用力」という言葉で説明される論に加えて，「活用」

は「学習活動」であるという論もあるということで

ある。このように，学習指導要領に「活用」が示され

た段階においても，様々な論が展開されている。 

以上のことから，学習指導要領の総則において

「基礎的・基本的な知識及び技能を活用する学習」

が重視されているということは客観的な事実である

が，「活用」の解釈は様々で，大別すると，「活用

型」学習の重視，問題解決的な学習の重視，「活用

を図る学習活動」の重視という捉え方があることが

分かる。 

 

４ 本研究における「活用する力」 
本研究では，Ⅰで述べたように，PISA調査や「Ｂ

問題」で求められているような「活用する力」を育

てることを目指して研究を進める。そこで，「Ｂ問

題」と同様で，教科の発展的な学習における「活用」

と，実生活における「活用」を分類せず，実生活へ

の活用につながるように意識しながら，教科の学習

において「活用する力」を育てる授業の在り方を研

究対象とする。 

「活用する力」については，PISA調査のリテラシ

ーを踏まえ，独立して存在する特定の能力ではなく， 

梶田の論のように「高次の総合的な認知的能力」

の総称として捉える。 

以上のことから，本研究においては，「活用す

る力」を，「問題解決的な学習において，既習の知

識・技能と関連させて思考し，主体的に問題を解決

する力」とする。 

次に，国語科，算数科・数学科，理科のそれぞ

れの教科における「活用する力」について，更に具

体的に整理する。 

(1) 国語科における「活用する力」 

 「答申」における国語科の改善の基本方針は，次

のように示された（下線は稿者）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科については，その課題を踏まえ，小学校，中学校

及び高等学校を通じて，言語の教育としての立場を一層重

視し，国語に対する関心を高め，国語を尊重する態度を育

てるとともに，実生活で生きてはたらき，各教科等の学習

の基本ともなる国語の能力を身に付けること，我が国の言

語文化を享受し継承・発展させる態度を育てることに重点

を置いて内容の改善を図る。 
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 寺井正憲（2008）は，現行学習指導要領における

国語科の各領域の内容構成について，「各領域が

（１）指導事項と（２）言語活動例によって構成さ

れ，（１）は基礎的・基本的な知識・技能が課題解

決過程に準じて構成され，（２）は実生活の様々な

場面における言語活動例が示されています。そして，

（２）の言語活動を通して（１）の基礎的・基本的

な知識・技能を活用できるようにすることとなって

います。つまり，新学習指導要領では，学習指導の

目標は（１）指導事項×（２）言語活動例で具体化

され，それによって活用する力，言い換えれば効果

的に言語運用する能力（言語運用能力）を育成する

ことになっています。」10)と述べている。 

これらのことから，国語科における「活用する力」

は，実生活や他教科までを見通したものであり，言

語活動を通して指導することによって育成されるも

のであることが分かる。 

 次に，「全国調査」の「Ｂ問題」から，国語科に

おける「活用」の具体例を分析する。 

 「平成24年度全国学力・学習状況調査解説資料 

小学校国語」では，「基本理念には，『実生活』に

立脚する学力が含まれている。これは，学校で学習

してきた知識・技能等が，児童生徒を取り巻く様々

な生活場面において，活用できるようにすることが

求められているからである。児童生徒にとっての

『実生活』は，各教科等の学習に加え，家庭生活や

地域での生活を含めたものである。国語の側面から

考えると，読書などに親しむ生活（読書生活），音

声や文字で表現する生活（表現生活）などの言語生

活を射程に入れたものである。」11)と述べられてい

る。このことから，国語科でいう「実生活」とは，

各教科等の学習や家庭や地域における読書，表現な

どの言語生活であるということが分かる。そして，

「Ｂ問題」は，次のような問題とされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，特に記述式の問題は，「読解力向上に関

する指導資料～PISA調査（読解力）の結果分析と改

善の方向～」（平成17年）に示された，次の観点

を考慮して作成されている。国語の「Ｂ問題」も，

この観点に沿った設問を含んで出題されている。ま

た，「平成24年度全国学力・学習状況調査解説資料 

中学校国語」では，「『活用』の問題は，一つの領

域だけでなく，複数の領域にまたがって出題してい

る場合もある。例えば，読んだ文章について評価し

たり自分の意見を書いたりするなど，読むことのみ

にとどまらず，自分の考えなどを記述する問題を出

題している。」12)と述べられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに，「活用」の問題の例として，次のよう

なものを挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

これらのことから，本研究では，国語科におけ

る「活用」について，次のように整理する。 

○ 国語科における「活用する力」を，読書・鑑

・日常生活や社会生活で必要とされる読書・鑑賞・創作

などの言語活動の活用に関すること 

・文章を読んで筆者の主張の内容やその表現方法などを

評価すること 

・伝えたい内容をまとめ表現すること 

・様々なメディアを活用することによって課題を多角的

に探究することなど 

ア テキストを理解・評価しながら読む力を高めること 

(ｱ) 目的に応じて理解し，解釈する能力の育成 

(ｲ) 評価しながら読む能力の育成 

(ウ)  課題に即応した読む能力の育成 

イ テキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること 

(ｱ) テキストを利用して自分の考えを表現する能力

の育成 

(ｲ) 日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成 

ウ 様々な文章や資料を読む機会や，自分の意見を述べ

たり書いたりする機会を充実すること 

(ｱ) 多様なテキストに対応した読む能力の育成 

(ｲ) 自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現す

る能力の育成 

①  現実的，社会的な状況の変化に対応しながら，言葉
を介して人間関係を築いたり，社会と積極的に結び付
きをもったりすることができること 

②  調査・研究するために，自分で課題を設定したり課
題を追究したりすることができること 

③  読んだり聞いたりしたものについて，評価したり応
用したりすることができること 

特に，言葉を通して的確に理解し，論理的に思考し表

現する能力，互いの立場や考えを尊重して言葉で伝え合

う能力を育成することや，我が国の言語文化に触れて感

性や情緒をはぐくむことを重視する。 

そのため，現行の「話すこと・聞くこと」，「書くこ

と」及び「読むこと」からなる領域構成は維持しつつ，

基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究する

ことのできる国語の能力を身に付けることに資するよう，

実生活の様々な場面における言語活動を具体的に内容に

示す。 
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賞・創作などの目的をともなった言語活動の中

で，目的に応じて既習の知識・技能を運用する

力とする。 

○ 「読むこと」と「書くこと」など複数の領域

を関連させた内容や，各教科等の学習及び読書

生活，表現生活などを想定した活用を含む。 

○ 具体例として，次のような学習の授業モデルを

作成する。 

・文章を読んで筆者の主張の内容やその表現方

法などを評価したことを記述させる。 

・自分が考えたことや感じたことなど，伝えた

い内容をまとめて表現させる。 

・多様なテキスト，様々なメディアを活用して

課題を解決させる。 

(2) 算数科・数学科における「活用する力」 

国語科と同様に，「答申」における数学科の改

善の基本方針の一つに，次のことが示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

活用する態度を育てることは，数学の学習に主

体的に取り組むことにつながる。数学を活用するこ

とは数学的活動の過程で考えたり判断したりする際

に必要となり，考えたり判断したりしたことを説明

したり伝え合ったりする過程でも数学を活用する機

会がある。このように，数学を活用することは問題

解決の過程で頻繁に必要とされる。 

 では，実生活への活用につながるように意識しな

がら，教科の学習において活用する力とはどのよう

な力であろうか。PISA調査が挙げる「数学的リテラ

シー」の三つの側面を「全国調査」は網羅している

と考えられ，継続して調査が行われており経年比較

を行いやすい点から，「全国調査」で求められてい

る活用する力を，本研究では算数科・数学科におけ

る「活用する力」と捉え研究を行うこととする。

「全国調査」における「Ｂ問題」の枠組みでは，活

用する力とその際にどのような数学的な知識・技能

などが用いられるのか数学的プロセスとの関係を次

のようにまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，調査の内容には①物事を数・量・図形な

どに着目して観察し的確にとらえること，②与えら

れた情報を分類整理したり必要なものを適切に選択

したりすること，③筋道を立てて考えたり振り返っ

て考えたりすること，④事象を数学的に解釈したり

自分の考えを数学的に表現したりすること等の観点

を盛り込む内容となっている。表２は，「平成24年

度全国学力・学習状況調査解説資料」から，これら

四つの観点の内容を整理したものである。 

  

表２ 算数科・数学科「Ｂ問題」の観点 

物事を数・量・

図形などに着目

して観察し的確

にとらえること 

日常の場面を観察して，数や量の関

係を捉えて規則性を見いだしたり，

図形を見いだしたりすることなど 

与えられた情報

を分類整理した

り必要なものを

適切に選択した

りすること 

与えられた情報を分類整理し，目的

に応じて情報を選択したり，複数の

情報を関連付けたりすることなど 

筋道を立てて考

えたり振り返っ

て考えたりする

こと 

解決の見通しをもち問題の類似性に

着目して類推したり，共通性に着目

して一般的な事柄を帰納したり，あ

る事柄が正しいことを根拠を基にし

て演繹的に明らかにしたりするなど

の「筋道を立てて考えること」や，

解決方法や得られた結果の妥当性を

吟味して改善したり，問題の条件を

変えて発展的に考え一般化したり，

複数の事象の共通点を見いだして統

合したりするなどの「振り返って考

えること」 

a：知識・技能などを実生活の様々な場面で活用する力 

１ 日常的な事象等を数学化すること 

２ 情報を活用すること 

 ３ 数学的に解釈することや表現すること 

b：様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改

善する力 

 １ 問題解決のための構想を立て実践すること 

 ２ 結果を評価し改善すること 

c：上記 a,b の両方にかかわる力 

 １ 他の事象との関係をとらえること 

 ２ 複数の事象を統合すること 

 ３ 多面的にものをみること 

(エ) 子どもたちが算数・数学を学ぶ意欲を高めたり，

学ぶことの意義や有用性を実感したりできるように

することが重要である。そのために， 

  ・数量や図形の意味を理解する上で基盤となる素地

的な学習活動を取り入れて，数量や図形の意味を

実感的に理解できるようにすること 

  ・発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）に

よる教育課程により，理解の広がりや深まりなど

学習の進歩が感じられるようにすること 

  ・学習し身に付けたものを，日常生活や他教科等の

学習，より進んだ算数・数学の学習へ活用してい

くこと 

を重視する。 
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事象を数学的に

解釈したり自分

の考えを数学的

に表現したりす

ること 

言葉や数，式，図，表，グラフなど

を用いて数学的に表現されたものの

意味や考え方を理解したり，その特

徴をとらえたりするなどの「事象を

数学的に解釈すること」や，言葉や

数，式，図，表，グラフなどを用い

て「自分の考えを数学的に表現する

こと」 

 

以上のことから，本研究では，算数科・数学科

における「活用する力」を，次のような力とする。 

○ 数学的な知識・技能を用いて課題解決のための

構想を立て実践し，考えをより良いものに高め 

る力。 

○ 実生活の様々な場面で数学的な知識・技能を用

いて課題を解決するという活用を含む。 

(3) 理科における「活用する力」 

 「答申」における理科の改善の基本方針には，次

のことが示されている（下線は稿者）。 

 

 

日置光久（2007）は，一般的に習得した知識や

技能を活用して観察や実験を行うことと，観察・実

験によって得られた結果を整理して考察を深め，そ

の結論を基にして実社会や実生活の中に活用してい

くという流れが考えられるとし，「習得と探究の間

に，習得によって身に付けた知識・技能の『活用』が

位置付けられるし，探究したあとに実社会の生活の

中での『活用』が位置付けられるという二段構えの

『活用』の考え方がある。」13)と述べている。これ

らのことから，理科における二段階の「活用」は，

習得した知識・技能を活用して観察や実験を行うよ

うな段階と，実社会や実生活での活用の段階がある

ことが分かる。 

それでは，理科の「全国調査」で問われているの

は，どちらの段階であろうか。「平成24年度全国学

力・学習状況調査解説資料中学校理科」では，「理

科に関する『基礎的・基本的な知識・技能』は，単に

身に付けているだけでなく，観察・実験など科学的

に探究する学習活動や日常生活などにおいて課題を

解決する場面で実際に活用できることで，一層意義

が増す。そのため，出題の構成は，『知識』と『活

用』には区分しないで，一体的に問うものとした。

これらのことから，調査問題には，理科の授業で扱

ってこなかった日常生活や社会における特定の場面

での問題がある。」14)と述べられている。このこと

から，理科の「全国調査」でも，教科の学習におけ

る活用と実生活における活用を区別せずに，一体的

に扱っていることが分かる。調査問題では，理科の

学習で身に付けた基礎的・基本的な知識・技能等を

実生活や問題解決のために活用することが求められ

ている。「主として『活用』に関する問題」の主な

視点としては，表３の四つが挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
以上のことから，本研究では，理科における

「活用する力」を，次のような力であると整理し，

研究を進めることとする。 

 

○ 理科で学んだ基礎的・基本的な知識・技能を，

自然の事物・現象の中に問題を見いだしたり，観

察，実験の計画を立てたり，その結果を分析，解

釈したりするなど，問題を解決するために利用

(イ) 理科の学習において基礎的・基本的な知識・技能

は，実生活における活用や論理的な思考の基盤として

重要な意味をもっている。（後略） 

 

(オ) 理科を学ぶことの意義や実用性を実感する機会をも

たせ，科学への関心を高める観点から，実社会・実生

活との関連を重視する内容を充実する方向で改善を図

る。（後略） 

表３ 「主として『活用』に関する問題」の主な視点 

適用 

適用の問題では，日常生活や社会の特定

の場面において，基礎的・基本的な知識・

技能を活用することを問う。この場合の活

用を，本調査（理科）では適用とする。 

分析 

解釈 

分析・解釈の問題では，基礎的・基本的

な知識・技能を活用して，観察・実験の結

果などを分析し解釈することを問う。  

構想 

構想の問題では，基礎的・基本的な知

識・技能を活用して，自然の事物・現象の

中に問題を見いだしたり，課題を設定した

り，予想や仮説を立てたり，観察・実験の

条件を変えたりすることで観察・実験を計

画することを問う。 

検討 

改善 

検討・改善の問題では，予想や仮説の設

定，観察・実験の計画，観察・実験の考

察，日常生活や社会との関わりを思考する

などの各場面において，基礎的・基本的な

知識・技能を活用し，観察・実験の結果な

どの根拠に基づいて，自らの考えや他者の

考えに対して，多面的，総合的に思考し

て，検討し改善することを問う。 
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する力。 

○ 基礎的・基本的な知識・技能を日常生活や社会

と関連付けたり，利用したりする活用を含む。 

 

Ⅱ 「活用する力」を育てるための方法 
 

１ 文献及び先行研究から 

(1) 学習心理学，認知心理学の分野から 

 これまで述べてきたような「活用する力」を育て

るためには，どのような指導をすればよいのであろ

うか。従来の授業スタイルを踏襲し，指導の工夫は行

わないまま新たな学習課題を追加したり，「全国調査」

等の問題演習を繰り返すような指導を行ったりしたの

では，本質的な「活用する力」の育成にはつながらな

いと考える。本研究においては，学習心理学，認知心

理学の分野から，「活用する力」を育てるための方法

を考察する。  

 知識の「活用」は，学習心理学や認知心理学の分

野では「学習の転移」に該当する。「活用する力」

を育てるための指導法を，転移を生じさせる条件か

ら考察する。 

森敏昭（2011）は，転移を生じさせるための条件

として，①理解を伴う学習，②既有知識に基づく学

習，③領域固有の知識から抽象的な知識へ，④メタ

認知能力の育成，の４点を挙げている。この４点を

整理すると，次のようなものである。 

①  転移は，学習課題の内容や問題解決の手順

を記憶することによって生じるのではなく，

課題をよく理解しながら学習することによっ

て生じる。 

②  子供たちの既有知識を活性化し，インフォ

ーマルな知識とフォーマルな知識を関連付け

るように指導する。 

③ 複数の文脈を用いたり，他の文脈での適用

例を示したりすることにより，一般的で抽象

的な概念を抽出することが可能になり，獲得

した知識を柔軟に新しい文脈へ転移できる。

具体的な方法としては，次の３点が考えられ

る。 

・ある特定の事例を課題として与え，その後に

その事例と類似した課題を追加する。 

・ある課題を特定の文脈で学習させた後，「も

し，この問題のこの部分が違っていたらどう

なるか」を考えさせることによって，思考の

柔軟性を高める。 

・一つの問題に限定するのではなく，他の問題

にも関連する一般的な形式の課題を与える。 

④ 転移を生じさせるためには，子供たちのメ

タ認知能力を育成することが重要である。 

 以上のことから，転移つまり活用できるようにす

るためには，次のような点が重要であると考える。 

○ 児童生徒に既有知識や経験を想起させ，新しい

情報と既有知識を関連付けたり，新しい情報を

相互に関連付けたりしながら，理解を伴う学習

をさせる。 

○ 一つの課題を解決した後，条件を変えて別の文

脈でも課題を解決させる。 

○ 振り返りの場面等で，児童生徒のメタ認知を促

す。 

(2) 他県教育センターの研究から 

 「活用する力」を育てるために，どのような指導

が行われているのだろうか。他県教育センターの先

行研究から，授業の在り方を考える。 

愛知県総合教育センターの「『活用』を意識し

た授業改善と評価の在り方に関する研究」（平成23

年度）は，所員と研究協力員による共同研究で，平

成20・21年度の「新学習指導要領で求められる学力

及び指導方法の在り方に関する研究」を継続・発展

させ，「『活用』を意識した授業」「学習プロセス

を大切にする授業」を具体化させたものである。

「『活用』を意識した授業」とは，授業の適当な場

面で，考えさせながら学ばせるというスタイルの授

業である。この研究では，「活用」を，「獲得した

知識が生きて働くこと」とし，小・中学校の国語科

と算数科・数学科，高等学校の国語科を中心に授業

の全体像を提案している。授業の構想では，「何を

使うのかということも子どもたちに考えさせ，活動

を進めていくこと」を大切にしており，本研究の授

業モデルにおいてもこの点を重視したいと考える。 

 福島県教育センターでは，日々の授業において培

われるべき「思考力・判断力・表現力」を「活用力」 

として捉え，平成23年度から24年度までの２年間，

「『活用力』を高める学習指導の在り方」を研究主

題に，調査研究チームで研究を進めた。研究協力校

９校（小学校５校，中学校４校）と連携しながら，

国語科，算数科・数学科，理科の単元構想と１単位

時間の授業構想を示している。この研究においては，

「活用力」を高める授業づくりのポイントを，次の

五つに整理している。この五つのポイントの特に①

から④を，本研究における授業モデルの構想の参考

にしたいと考える。 
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熊本県立教育センター平成24年度Ａプロジェクト

の「『思考力，判断力，表現力等の育成』に関する

研究」は，児童生徒の思考力，判断力，表現力等の

育成のために，学習課題及び習得と活用の関連の視

点から授業設計の在り方を追究したものである。国

語科，技術・家庭科(技術分野)，体育・保健体育科，

外国語活動，外国語科，特別活動において，１単元

又は１時間の指導によって実現されるべき児童生徒

の「思考力，判断力，思考力等が育成された姿」を

設定し，思考を促すための学習課題を，次の六つの

視点から捉えている。本研究の授業モデルにおいて

も，これらの視点を踏まえ，児童生徒の思考を促す

学習課題を設定したいと考える。 

 

 

 

 

 

 

  

 

これら三つの先行研究に共通する点は，「活用型」

という独自の授業モデルを提案するのではなく，習

得と活用とを関連付けた問題解決的な学習の単元構

成を提案している点である。これらの研究の授業モ

デルを参考に，本研究における授業モデルを作成す

る。 

 

２ 本研究における授業モデル作成の構想 
(1) 授業モデルの思考プロセス 

本研究では，学習心理学等の文献研究や他県教

育センターの先行研究レビューを踏まえ，問題解決

的な学習を行う授業モデルの思考プロセスとして，

図１の四つの過程を位置付ける。 

 

 

 

 

 

 

それぞれの過程において，児童生徒にアからエ

のような思考をさせる。 

ア つかむ，見通す 

 「つかむ，見通す」は，これから学ぶことは何な

のか，これまでの何とつながっているのかを明らか

にし，問題解決への見通しをもつ段階である。 

理解を伴わないまま記憶したり，問題解決の手

順を記憶したりするような学習になってしまったの

では，身に付けた知識・技能を活用することはでき

ない。転移を生じさせるための条件の「理解を伴う

学習」及び「既有知識に基づく学習」を参考に，既

習事項の「何を」活用させるのかを明確にし，それ

を児童生徒がつかむことができるよう指導する。 

既習事項を使って問題を解決することができる

ようにするために，教師自身が児童生徒に「何を」

使ってほしいのかを具体化しておく。既習事項の習

得レベルが適切でない場合は，あらかじめ学び直す

機会を設定することも必要である。また，生活経験

で得たインフォーマルな知識と，授業で学ぶフォー

マルな知識とを関連付けるように指導する。 

 学習課題の設定に当たっては，先行研究を参考に，

既習事項や実生活との関連を考えて，児童生徒に見

通しをもたせ自ら解決できるような課題になるよう

に工夫する。学習課題や児童生徒の実態に応じて，

「何を使えば解決できそうか」ということから構想

させる場合もある。 

イ 追究する 

「追究する」では，比べる，関係付ける等，

「どのように」考えさせるのかを明確に示し，問題

解決的な学習を行う。 

この過程では特に，学習課題に対する自分の考

えを表現したり，グループや学級で考えを交流した

りする言語活動を積極的に取り入れる。知識・技能

を習得するのも，これらを活用して課題を解決する

ために思考し，判断し，表現するのも，すべて言語

によって行われる。そこで，言語に関する能力を育

成する国語科はもちろん，算数科・数学科及び理科

においても，言語活動の充実を図る。互いの考えを

交流する中で，それぞれの考えの正しさを検討した

り，自分の考えを深めたり広げたりするなど，課題

を追究することができるようにする。 

ウ 使ってみる，振り返る 

転移を生じさせるための条件の「固有の知識か

ら抽象的な知識へ」及び「メタ認知」を参考に，特

定の問題に限定するのではなく発展的な問題で使っ

てみたり，何を学んでどのように使えばよいのかを

① 問題解決的な学習過程を組むこと 

② 単元を見通した指導構想をもつこと 

③ 必然性，目的意識を喚起すること 

④ 共有，吟味等の言語活動を充実させること 

⑤ 親和的な学習集団をつくること 

① 新しい基礎的・基本的な知識・技能 

② その教科等での既習事項 

③ 他の教科等での既習事項 

④ 児童生徒の経験 

⑤ 新しい情報 

⑥ 他者 

   生かす 
使ってみる 

振り返る 
追究する 

つかむ 

見通す 

図１ 授業モデルの思考プロセス 
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振り返りメタ認知したりする場面を設定する。 

ある特定の文脈に限定された形で獲得された知

識は，別の文脈では活用できない。一つの問題を解

決させた後，類似した問題を追加して解決させたり，

「もし，この問題のこの部分が違っていたらどうな

るか」を考えさせたりする場面を設定する。また，

他の問題にも関連するような一般化した形式で学習

課題を提示するなどの工夫を行う。このような学習

を通して，学習内容の理解も深まり，実生活におけ

る活用も促進されると考える。 

また，使ってみた後で，「自分が何を学んだのか」

ということを振り返りメタ認知させる。その際，学ん

だことが今後，どのような問題の解決に使えそうか

ということも意識させるように留意する。 

エ 生かす 

「生かす」の段階では，実生活での活用を意識

して学んだことを用いて課題の解決に生かす場面を

設定する。 

PISA調査や「全国調査」の問題を参考に，生活場

面における活用につながるような問題を作成する。

その単元で学んだことを活用するだけでなく，教科

や単元によっては，複数の領域を関連させて解決す

るような問題を設定する。 

以上の四つの過程を位置付けた授業モデルを作

成する。この授業モデルの特徴は，既習事項の「何

を」使って「どのように」考えさせるのかを明確に

し，実際に教科の中で「使ってみる」場面や学んだ

ことを実生活に「生かす」場面を設定することによ

り，学んだことを活用する，活用しながら学ぶ，そ

して，自分が学んだことを自覚するという点である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような授業が，「活用する力」の育成に資する

ものであると考える。この基本構想に基づき，国語

科，算数科・数学科，理科において，教科の特性を

生かした授業モデルを提案する 

(2) 国語科の授業モデルの構想 

 吉田裕久（平成21年）は，国語科の果たすべき役

割について「言語能力を直接的に育成する責任教科」

とし，「各教科等は，国語科で培った言語能力を活

用する」15)と述べている。このことから，国語科の

授業モデルを作成する際には，その単元で育成する

言語の能力を明確にするとともに，他の教科等や実 

生活での活用を意識した言語活動を設定する。具体

的には，次のような点に留意する。 

 ① 言語活動の設定 

   他教科や実生活での活用を意識して，その単 

元で育てたい力に適した言語活動を設定する。 

② 既習事項の明確化【何を】 

   国語科は，既習の知識・技能が曖昧になりや

すい教科である。その一因として，年間指導計

画が教材名で意識されやすいという点があるの

ではないかと考える。単元名に，指導事項や言

語活動例との対応や重点が示されている指導計

画も見られるが，指導する側にも児童生徒にも，

この授業はこれまでに学んだ何とつながってい

るのか，この授業でどのような力を身に付ける

のか，ということが見えにくいのではないだろ

うか。そこで，時系列で教材を配列した年間指

導計画の他に，指導事項の系統性で教材の配列

が一覧できる表を作成する。図２に，その一部

を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 国語科の系統一覧表（一部） 
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また，本単元で活用させたい既習事項を，授

業モデルに明記する。 

 ③ 学力調査から明らかになった課題を踏まえた

学習の設定【どのように活用させるか】 

ア 複数の情報を関係付けて解釈したり，考 

えや意見を述べたりする活動の設定 

表やグラフ，図などの非連続型テキスト

を含む複合的なテキストを読んで，目的や状

況に応じて適切な情報を関係付けて読み取り，

説明したり考えや意見を述べたりする学習を

行う。 

イ 思考操作や言語操作の条件を明確にした 

書く活動の設定 

目的や相手，場面や状況に応じた言語活

動を行うという言語運用能力を身に付けさせ 

る。例えば，「書くこと」では，記録，説明，

報告，意見などのうちどの様式なのかを意識

して，自分の考えを表現させるような指導を

行う。 

(3) 算数科・数学科の授業モデルの構想 

中学校や高等学校の数学科では，教師による例

題の説明，生徒による類題の解決が繰り返される形 

が授業で行われることが多い。生徒の多様な考え方

を基に授業を構成するという発想は，小学校の授業

に比べると，中学校や高等学校では弱いと考えられ

ている。このことが多様な知識を関連付けて数学的

な概念の本質を理解したり，図や言葉，式などを用

いてその理解を自分なりに表現したりする力が低い

ことにつながっていると推測される。算数科・数学

科の授業モデルを作成する際には，学習過程におい

て，児童生徒の有する多様な既有知識を活用して，

考えを構成することが可能な問題設定，問題解決場

面で自分が行った判断の説明，多様な考えを相互に

関連付けた比較検討を組織する。具体的には，次の

ような点に留意する。 

① 問題の設定 

   日常的な題材を用いて，児童生徒が既有知識

を活用して多様に解決可能な問題を設定し，後

の比較検討の際，より洗練された考え方や精緻

化された知識を組み合わせて解決できるように

する。 

② 既習事項の明確化【何を】 

   算数科・数学科は，問題を解決する際に既習

事項・既有体験を新たな問題場面に当てはめて

解決を図ることが多く，特に学習内容の系統性

が強い教科である。 

   問題の解決に際して活用される既習事項を単

元や学習内容に応じて整理し，モデルに示して

おく。問題の解決のために学年，単元の枠を越 

えた既習事項を用いることもあるため，指導計

画全体を見通し，児童生徒自らが用いる既習事

項を見いだせるよう既習事項の関連を意識した

整理を行う。 

③ 学力調査から明らかになった課題を踏まえ

た学習の設定【どのように活用させるか】 

ア 観察，操作などの活動を通して事象を数

学的に解釈し，考えを説明する活動の設定 

    図形の特徴や成り立つ事柄，問題解決の

方法，事柄が成り立つ理由を事象と関連付

けて考え，数学的な表現を用いて説明を行

う学習を行う。 

イ 数学的に表現したり数学的に表現された

ものの意味を読み取ったりする活動の設定 

     具体的な例を基に説明の見通しをもった

り，考えを振り返ったりすることで新しい

考えを見いだし発展的に考えることができる

ようにする。自分自身の知識や他者が示した

考えを活用しながら考えを構成し，その過

程を言葉や図，式などで表現することで考

えを共有させる。 

(4) 理科の授業モデルの構想 

角屋重樹（平成24年）は，「理科における『活用

する力』に関しては，これまで『何をどのように活

用するのか』が明確に示されていないのが現状であ

る。」とし，「『活用する力』を育成するために，

①子どもに何を活用させるのかを明確にすること，

②明確にした『何を』を，子どもに『どのように』

活用させるかを明確にすることが重要である。」16)

と述べている。このことから，理科の授業モデルを

作成する際には，その単元（授業）で児童生徒に

「何を」活用させるかを明確にし，明確にした「何

か」を，児童生徒に「どのように」活用させるかを

具体的に示すとともに，他の場面や実生活での活用

を意識した問題を設定する。具体的には，次のよう

な点に留意する。 

 ① 問題の設定  

   日常的な題材を用いて，他の場面で児童生徒

が既習事項である知識・技能を活用して解決す

る問題を設定する。 

② 既習事項の明確化【何を】 

   理科は，日々の学習や体験の中で児童生徒が

基礎的・基本的な知識や技能を獲得し，次の学
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習にその既習事項を活用することで問題を解決

していくことが多い教科である。 

   問題を解決する過程の中で活用される既習事

項を単元や学習内容に応じて整理し，モデルに

示しておく。 

また，問題解決のために学年，単元の枠を越

えた既習事項を用いることもあるため，指導計

画全体を見通し，児童生徒自らが用いる既習事

項を見いだせるよう既習事項の系統を意識した

整理を行う。 

③ 活用させる際の手だて【どのように活用さ

せるか】 

活用の材料となる知識や技能と，これから学

ぶ内容との違いに気付いたり，比較したり，関

係付けたりできるようにポイントをモデルに示

しておく。 

 

 以上の構想に基づき作成した国語科，算数科・数

学科，理科の授業モデルを，53ページ以降に掲載す

る。 

 

Ⅲ 一年次の研究のまとめ 
 

１ 研究の成果 
○ 文献研究により，解釈が分かれている「活用」

について，理論を整理し，本研究における「活

用する力」の定義を示すことができた。 

○ 本研究の「活用する力」の定義に基づき，授業

モデル，学習指導案及び評価問題を作成するこ

とができた。 

 

２ 二年次の研究に向けての課題 
○ 作成した授業モデルに基づき実践を行い，その

有効性について検証する。 

○ 他の学年や単元においても授業モデルを作成し， 

学校で活用しやすい資料を作成する。 

 

おわりに 

 研究の初年度である本年度は，「活用」につい

て理論を整理し，国語科，算数科・数学科，理科の

授業モデルを作成した。 

本年度の研究を振り返り，次の２点が，本研究

の価値として挙げられるのではないかと考える。 

１点目は，「活用」についての理論を整理したと

いう点である。多くの研究では，「活用」について

説明された論のうち，いずれかの論を引いて授業の

構想を行っている。本研究では，「活用」を取り巻

く様々な議論自体を研究の対象とし，理論を整理し

た。本稿が，「活用」について研修する際の，一つ

の資料となるのではないかと自負している。 

２点目は，学習心理学，認知心理学の理論を踏

まえた授業モデルを作成したという点である。成果

を上げている学校の実践事例や，経験に基づく指導

の工夫等を提案する資料は多く見られる。つまり，

「成果を上げた学校はこういう指導を行った。」と

いう事例紹介や，「こういう指導の工夫を行えばよ

いのではないか。」という提案である。しかし，そ

の指導が，どのような根拠に基づいて有効であると

考えたのかを明示した研究は少ない。本研究では，

転移を生じさせるための条件を取り入れ，授業モデ

ルを作成した。 

本研究において作成した授業モデルのキーワー

ドは，「何を」「どのように」と，「使ってみる」

「生かす」である。この単元で，活用させるべき既

習事項は何なのか，それを使ってどのように考えさ

せるのかを明確にする。そして，学んだことを実際

に使ってみたり，生活における課題の解決に生かし

たりする場面を設定する。このような授業づくりを

目指して，授業モデルを作成した。 

作成に当たっては，学力調査において課題とな

っている力の育成に関わる単元，汎用性のある単元

を選定した。また，学習指導案とともに，自作の問

題や教材文を作成し，即実践に結びつく資料となる

ように工夫した。これらの資料を作成する中で，改

めて，系統性や児童生徒の思考プロセスに着目した

教材研究の重要性を感じているところである。 

次年度は，これらの授業モデル，学習指導案に

基づき，研究協力校において実践を行い，その有効

性について検証する予定である。実践を通して，児

童生徒の実態を踏まえたよりよい授業モデルに改善

していきたいと考える。 

最後に，研究指導者として熱心に御指導いただ

いた広島大学大学院教育学研究科の吉田裕久先生，

小山正孝先生，木下博義先生に心より感謝申し上げ，

初年度のまとめとしたい。 
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国語科  
 

単元名 

   新聞の投書を読み比べよう 

第四次 

知識 ・技能を活用して問

題を解決する。 

複数のテキスト読みを組

み合わせて意見を述べる

など。 

単元の目標 
事実と意見とを区別して書くことができる。 

理由付けの仕方や根拠の挙げ方に気を付けて読み，自分の意見をもつことができる。 

 
学習指導要領 

事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いた
りすること。（Ｂイ） 

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見などとの関係
を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。（Ｃウ） 

生
か
す 

使 
っ 
て 
み 
る 
・ 
振 
り 
返 
る 

 

追 

究 

す 

る 

 
つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

見 

追 

使 

振 

生 

言
語
活
動 

自
分
の
意
見
を
投
書
に
書
い
て
交
流
す
る
。
（
Ｂ
イ
、
Ｃ
ウ
） 

小学校 

第６学年 

「活用」のための思考プロセス 

何を 
新聞の構成や記事の特徴 

どのように 
実物の新聞の投書欄を読ませ，特徴

を捉えさせる。 

いろいろな人が送った意見や主張が
載っているな。子供が投稿できるコ
ーナーもあるんだな。 
どういうふうに書けばいいのかな。  

第三次 
○ 実際に投書を書き，互い

の意見を読み合い，納得

できるかどうかを交 流 す

る。 
 
他の教科等や実生活 
○ 新聞の投書など意見を

述べた文章を進んで読ん

だり ，意 見 を書 いたりす

る。 

何を 
意見の理由や根拠の挙げ方 

どのように 
自分の経験やデータなどの資料，引

用などを使って，読み手を説得する工
夫をまとめさせ，それを活用して投書を
書かせる。 

【課題】説得力のある意見の
書き方のコツを見付けて，投
書を書こう 

意見文に説得力をもたせるには，
根拠や理由の段落に，どんな情報
を入れるといいかな。 

他の人はどんな意見を書いているの
かな。意見文で納得したところを書
いておこう。今度，意見を書くとき
に，書き方のコツを使おう。  

第一次 
○ 新聞を持ち寄り，様々な
テーマの投書があること
や，小中学生が投書して
いるコーナーがあることを
知る。 

○ 読み手を納得させる工
夫を見付けて，自分の意
見を書いて交流するとい
う意欲をもつ。 

第二次 
○ 四つの投書の主張と根
拠を読み取り，表に整理
する。 

○ 読み手を説得するため
の理由付けの仕方や根
拠の挙げ方をまとめる。 

○ 四つの投書に対する自
分の意見を書く。 

○ 説得力のある投書の書
き方をまとめる。 

 

何を 
意見や主張の述べ方 

どのように 
意見とその理由が書かれている部分

に線を引かせ，四つの投書に共通する
文章構成を見付けさせる。 

四つとも文章の組み立ては同じだ。
この組み立てを使って，自分の意見
を書いてみよう。 

 

 

 

添付資料 
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国語科  
 

単元名 

   課題をもって読もう 
  「日本人はアリスの同類だった」 

単元の目標 
筆者のものの見方や考え方について読み取ったことを，自分の経験と関連付けて考え，自分

の考えを広げることができる。 

学習指導要領 
文章に表れているものの見方や考え方について，知識や体験と関連付けて自分の考えをも

つこと。（Ｃエ） 

中学校 

第２学年 

見 

追 

使 

振 

生 

生
か
す 

 
使 
っ 
て 
み 
る 
・ 
振 
り 
返 
る 

 

追 

究 

す 

る 

つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

第三次 
○ 別の文章を読み比べ，
自分がより共感できる文
章を選び，選んだ理由を
書く。 

 

他の教科等や実生活 
○ 筆者のものの見方・考
え方について，体験などと
関連付けて自分の考えを
もつ。 

○  複数の資料を読み比
べ，自分の考えを書く。 

第一次 
○ 筆者のものの見方や考え
方を読み取り，自分の体験
などと結び付けて，自分の
考えをまとめて交流すると
いう見通しをもつ。 

「活用」のための思考プロセス 

第二次 
○ 日本のマンガとアニメを定
義した文を見付け， 「鳥獣
人物戯画」と現代のマンガ
との共通点と相違点をまと
める。 

○  「私たち日本人は…アリス
の同 類 だったらしいので
す。」という筆者の見方に
ついて，共感することや疑
問に思うことをまとめ，自分
の考えを書く。 

【課題】筆者のものの見方や

考え方に対する自分の考えを

書こう 

言
語
活
動 

説
明
や
評
論
等
の
文
章
を
読
み
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。
（
Ｃ
イ
） 

何を 
 筆者のものの見方・考え方について
自分の考えをもつこと 

どのように 
 共感する点や疑問に思う点を書き
込ませ，自分の考えを書かせる。 

何を 
体験などと関連付けて自分の考え

を書くこと 

どのように 
二つの文章を読み比べ，より共感で

きる文章を選び，選んだ理由を体験と
関連付けて書かせる。 

私は，アリスの「絵も会話もない本
な ん て ， な ん の 役 に 立 つ の か し
ら。」という言葉に共感する。絵や
会話があった方が絶対おもしろい。  

 

Ａに共感する。なぜなら，私も  
子供のころからマンガやアニメが大好
きで，家族全員でアニメ映画を見に行
くことがあるからだ。外国ではアニメ
は子供向けだということだが，日本で
は，おとなもアニメが好きで，一つの  

文化を作っている。 

 

 

 

日本にはマンガやアニメを好む文化
があるということには共感する。で
も，絵がない本を読んで楽しんでい
る人もたくさんいると思う。  

Ｂの方が共感できる。理由は，  
友達のメールの一言で，うれしくな
ったり腹が立ったりするからだ。ま
た，感動した小説がアニメになった
と き ， 自 分 の イ メ ー ジ と 違 っ て い
て，絵がない方が想像がふくらむと
思ったことがあるからだ。 
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算数科  
 

小学校 

第６学年 

見 
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使 
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生 生
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第一次 
○ 伴って変わる２量の変わ
り方について考え，一方が
２倍 ，３倍 ，４倍…になる
と，他方も２倍，３倍，４倍
…となる関係を捉え，比例
の意味を理解する。  

第二次 
○ 比例の関係を表した表を
もとに，関係を式で表した
り，グラフに表したりする。 

〇 比例の関係を表したグラ
フから，具体的な数値を読
み取り事象を考察する。 

 

第三次 
○ 反比例についても，比例
の学習した考え方を活用
して，反比例の特徴を捉え
る。（「活用」のための思考
のプロセスは比例と同様） 

他の教科等や実生活 
○ 日常の場面を設定し，比

例を用いて問題の解決を

図ることで，比例を活用す

ることの有用性を実感させ

る。 

表，式，グラフを活用し

て解決を図る考えを，他学

年の関数領域の学習につ

なげる。 

「活用」のための思考プロセス 

何を 
２量の関係をまとめた表の利用 

どのように 
２量の関係を，表を横に見ることで，特

徴を捉えさせる。 

表を横に見ると一方が 2 倍，３倍，
４倍…になると他方も 2 倍，３倍，
4 倍…になっているな。 

何を 
比例の関係を表した表の特徴 
表の値を式やグラフ上に表すこと 
表，式，グラフの相互の関係 

どのように 
 表から式に表す，表からグラフに表
す，グラフは原点を通り直線になるこ
となどを関連させながら比例の特徴を
捉えさせる。 

何を 
比例（反比例）を表す表，式，グラフの

特徴 

どのように 
問題から，比例（反比例）の関係にあ

る２量を見いださせ，比例（反比例）の特
徴を活用して課題を解決させる。 

【課題】比例の関係を見付けて，

身の回りの問題を解決しよう。 

単元名 

    比例と反比例 

単元の目標 
比例や反比例の意味や，表，式，グラフを用いて比例や反比例の特徴を理解し，比

例の関係に着目すると能率よく処理できる事象が多いことを知り，比例を活用して問
題を解決できる。 

学習指導要領 
  伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。（Ｄ（２）） 

追 

使 

振 

 

 

表の関係を縦に見たら，どこも ｙ＝
(きまった数 )×ｘの関係になっている
な。比例の関係を表すグラフは，必
ず原点を通る直線だ。表にない数値
も式やグラフから求められそうだ。  

 

何と何が比例の関係になっている
のかな。比例の関係を使って式に
表したら，簡単に問題が解けそう
だ。式に表すのに，一度表を作っ
てみよう。 
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数学科  
 

単元名 

   三角形と四角形 

単元の目標 
三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性質を論理的に確

かめ，論理的に考察し表現したり，証明を読んで新たな性質を見いだしたりすること
ができる。 

学習指導要領 
図形の合同について理解し図形についての見方を深めるとともに，図形の性質を三

角形の合同条件などを基にして確かめ，論理的に考察し表現する能力を養う。 
（Ｂ（２）） 

中学校 

第２学年 

見 

追 

使 

振 

生 

生
か
す 

 
使 
っ 
て 
み 
る 
・ 
振 
り 
返 
る 

追 

究 

す 

る 

つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

第三次 
○ 証明を振り返ることで新

たな性質を見いだしたり，

証明のしくみについてより

理解を深めたりする。 

〇 証明を振り返り，発展的

に考える。 

「活用」のための思考プロセス 

第一次 
○ 図形の基本性質を根拠

として証明の構想を立て，

二等辺三角形や直角三

角形の性質を証明する。

作図の中に見られる直角

三角形の合同条件を考察

する。 

第二次 
○ 既習の図形の性質を基

に平行四辺形の性質につ

いて調べる。与えられた図

や条件から等しくなる辺や

角，図形を予想し既習の

図形の性質を用いて証明

を行う。日常生活の中に

見られる平行四辺形を考

察する。 

〇 平行線の性質を利用し

た等積変形を用いて図形

を考察したり作図を行った

りする。 

 

【課題】証明を振り返り，考え

方を応用して発展的に考えよう。  

何を 
図形の基本性質，証明のしくみ 

どのように 
根拠となることがらが明らかにされた証明

であるか振り返らせ，示された証明を読み，
新たな性質を見いださせる。 

なぜ，この辺の長さは等しいとい
えるのかな。頂角を二等分した
ら，頂角の二等分線が底辺を垂直
に２等分することもいえそうだ。  

何を 
既習図形に加え，平行四辺形に関連す

る図形の性質 
どのように 
一つの証明から，他にどのような性質が

いえるか考えさせたり，その証明を参考に
して別な図形の証明を記述させたりする。
与えられた条件を変えると，どのようなこと
がいえるか考えさせる。身の回りの図形に
着目させる。 

この証明からほかに等しくなる辺
や角はないかな。図から平行四辺
形になりそうだけど本当にいえる
のかな。もし，この長さを等しく
したら，どんな形になるのかな。  

何を 
図形の基本性質，証明のしくみ 

どのように 
示された証明を参考にしながら条件を変

えた図形の証明や新たに見いだした図形
の性質を証明させる。 

追 

振 

生 
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理科  
 

単元名 

   もののあたたまり方 

 

単元の目標 
金属は熱せられた部分から順に温まっていくことや，水や空気は熱せられた部分が移動して

全体が温まっていくことを調べ，物によってその温まり方には違いがあることを見いだすことがで
きる。 

学習指導要領 
金属は熱せられた部分から順に温まるが，水や空気は熱せられた部分が移動して全体が温

まること。（A(2)イ） 

小学校 

第４学年 

振 

生 
生
か
す 

 
 

使 
っ 
て 
み 
る 
・ 
振 
り 
返 
る 

追 
究 
す 
る 

つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

第一次 
○ コップの湯にスプーンをつけ

て時間をおくと，スプーンが温

まる現象から金属の温まり方

に興味をもつ。 

○ 金属棒の一部を熱したとき，

金属はどのような順で温まるか

を予想し，調べる。 

○ 金属板の一部を熱したとき，

金属はどのような温まり方をす

るかを予想し，調べる。 

 

 

第二次 
○ 試験管に入れた水を熱した

とき，水はどのような温まり方を

するかを予想し，調べる。 

 

第三次 
○ 線香の煙を少し入れたビー

カーの一部を熱したら，空気は

どのように温まるかを予想し，

調べる。 

○ ものの温まり方の学習でわ

かったことが，どのように生活に

利用・活用されているかを考え

る。 

他の教科等や実生活 
○ 冷暖房の時のエアコンのフラッ

プの向きや熱気球が昇降できる

仕組みを考える。  

「活用」のための思考プロセス 

何を 
生活経験（フライパンを火にかけると

温めていないところも熱くなる） 
どのように 

生活経験から金属の一部を熱したと
き，どのような順で温まるか考えさせる。 

熱したところから，順にあたたまる
のかな。 

何を 
生活経験（風呂の湯の温まり方） 
既習事項（金属の温まり方） 

どのように 
金属の温まり方と水の温まり方を比べ

て考えさせる。 

金属と同じように，熱した部分から
順にあたたまっていくのかな。  
水では，あたたかさは上の方にしか
伝わらないのかな。 

何を 
既習事項（金属・水の温まり方） 

どのように 
金属や水の温まり方と空気の温まり

方を比べて考えさせる。 
 
 
 

何を 
既習事項（金属・水・空気の温まり方） 

どのように 
既習事項を生活場面に当てはめて考

えさせる。 

空気のあたたまり方は，金属と水の
どちらに似ているのかな。 
 

【課題】もののあたたまり方には， 

どのようなきまりがあるのだろうか。  

見 

見 

追 

見 

追 

使 

振 

部屋全体をあたためようとしたら，
エアコンのフラップの向きをどうし
たらいいかな。 

振 

 

 

 

 

追 
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理科  
 

単元名 

   いろいろな物質とその性質 

単元の目標 
身のまわりの物質の性質を様々な方法で調べ，物質には密度や加熱したときの変化など固有の性質と共通の性質が

あることを見いだすとともに，実験器具の操作，記録の仕方などの技能を身に付けることができる。 

学習指導要領 
（ｱ）身の回りの物質とその性質  

身の回りの物質の性質を様々な方法で調べ，物質には密度や加熱したときの変化など固有の性質と共通の性質

があることを見いだすとともに，実験器具の操作，記録の仕方などの技能を身に付けること。（（２）ア(ｱ)） 

 

中学校 

第１学年 

生 生

か

す 

 
使 
っ 
て 
み 
る 
・ 
振 
り 
返 
る 

追 

究 

す 

る 

つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 

他の教科等や実生活 
○ 身の回りの物質はいろい

ろな性質をもっており，それ

らの性質に着目すると物質

を分類できる。 

○ 密度を調べることでいろ

いろな物質を区別できる。 

第一次 
○ 基本的な実験器具の操

作を身に付ける。 

○ 白い粉末状の物質を区

別 （有 機 物 と無 機物 ）す

る。 

 

第二次 
○ 金属の性質（金属と非金

属）を調べる。 

○ プラスチックの性質を調

べる。 

 

 

第三次 
○ 物質の密度を求める実

験を行う。 

○  ネジの素材の密度を調

べる実験を行い，実験結

果から素材となっている物

質を推定する。  

「活用」のための思考プロセス 

何を 

既習事項（石灰水に二酸化炭素を混ぜ

ると白く濁る） 

どのように 

既習事項を当てはめて，物質を加熱した
時に出る気体が何かを確認する。 

色，粒の様子，手触り，においを
調べよう。  
水への溶けやすさを調べよう。  
燃えるかを調べよう。  

何を 

既習事項（鉄は磁石を用いて区別できる，

金属は電気を通す，二酸化炭素の判別） 

どのように 

既習事項を当てはめて，金属・プラスチッ

クの性質を調べる。 

金属なら電気を通すだろう。  
鉄なら磁石に付くだろう。 
プラスチックは全部同じ種類だろ
うか。 

何を 
既習事項 

・物は体積が同じでも重さ（質量）は違うこ
とがある。 
・質量は，上皿天秤や電子天秤で測定で
きる。 
・体積は，メスシリンダーを用いて測定でき
る。 
どのように 
既習事項を用いて，物質の密度を求め

る。 

体積と質量がわかれば，密度がわかる。  
密度がわかれば，物質を区別できるの  
ではないか。 

【課題】いろいろな物質をどうすれ

ば区別することができるだろうか。 

見 

追 

使 

振 
 

 

 

見 

追 

使 

振 

見 

追 

使 

振 


